
平成２３年５月２日 

 

城陽市「山砂利採取税」の新設 
 

 平成23年２月８日に城陽市から協議のあった法定外目的税の新設について、本日付けで

同意することとしましたのでお知らせいたします。 

 

１．山砂利採取税の新設の理由 

城陽市においては、山砂利採取に起因する河川への土砂の流出、交通事情の悪化等に対

応する諸施策を講ずるため、昭和43年に法定外普通税として「山砂利採取税」を創設し、

河川や交通安全施設等の整備を行ってきたところである。 

今回、平成23年５月31日をもって課税期間が満了することに伴い、従来「法定外普通税」

として施行されてきた本税について、これまでの税収の使途が河川や道路の整備事業に限

定されていたこと、納税義務者から目的税化の要望があったことなどを踏まえ、新たに「法

定外目的税」として新設するものである。 

 

２．山砂利採取税の概要 

課税団体 京都府城陽市 

税目名 山砂利採取税（法定外目的税） 

課税客体 山砂利の採取の事業 

税収の使途 山砂利採取に起因する環境整備に要する経費 

課税標準 山砂利の採取量 

納税義務者 山砂利採取業者 

税率 40円／㎥ 

徴収方法 申告納付 

収入見込額 （初年度）17,234千円 （平年度）15,980千円 

非課税事項 なし 

徴税費用見込額 （年間）1,062千円 

課税を行う期間 平成23年６月１日～平成28年５月31日まで 
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